
１、活動テーマ

＜テーマ＞

＜活動内容＞

年間テーマ

音を鳴らして楽しもう

＜テーマの設定理由（子どもの姿）＞

園名

活動日時

草花保育園

令和７年２月２６日(水)

クラス名（年齢） 　　　　　　ひよこ組（　　　０歳児）

・親しみのある歌をうたって楽しむ中で、楽器を鳴らして見せて興味を持

てるようにする。

・子どもが興味を持った楽器を持ち自分でも振ったり、たたいたりして鳴

らして楽しむ。

・それぞれ楽器から出る音の違いを伝えて、いろいろな楽器に触れて楽し

めるようにする。

・初めてのこと、ものに対して敏感な子どもがいるので保育者がやって見せること

で安心して触れられるようにすることを心掛けた。また、発表会を経て異年齢児の

合奏に対して興味を示していたので実際に楽器に触れて音を鳴らすこと、音の違い

が感じられるように遊びたいと思っていたが、想像以上に子ども達が興味を持って

楽しく行えたので良かった。音の違いに気がついた子ども、音の大きさを感じられ

た子どもとそれぞれの発見をした時の表情なども豊かだったので、引き続き音を取

り入れた活動をしていきたい。

＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関わり＞　　　とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・タンブリン、鈴

４、探究活動の実践

子どもの言葉・姿 写真

・保育者がタンブリンを持ち、たたいたり

振ったりして音を鳴らす様子を見て興味を持

つ。

・興味を持ち、さっそく手に取る。

・保育者の真似をしてたたいたり、振ったり

して感触や音が出ることを確かめていた。

・音が出ることが分かると小さく、大きく動

かして音を鳴らして楽しむ。

・同じように鈴を見せると、確かめるように

いろいろなところを触ったり、手に取って音

を鳴らすことを楽しむ。

・歌「おおきなたいこ」でタンブリン、「き

らきら星」で鈴を鳴らしてみると楽器によっ

て音が違うことに気がつき「あ！あ！」とい

う子どももいた。

・歌を一緒にうたったり、楽器の音「タンタ

ン」「シャンシャン」などと真似して言う子

どももいた。

５、振り返り（振り返りによって得た保育者の気づき）

・発表会を経て幼児クラスの合奏に興味を持ってよく見ていた。歌が

好きな子ども達なので歌をうたいながら楽器に触れて楽器ごとの音を

楽しみたいと思った。

２、活動スケジュール

・歌をうたって楽しむ中で楽器を見せて音を鳴らして見せる。

それぞれ楽器を手に取り振ったり、たたいたりして音を鳴らして楽し

む。

３、環境をデザインする（活動のために準備した素材や道具、環境設定）


